







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(幹事総11+摺叶沼領令〈世陣式も右手Q;手縫いωCarlPc.:ter Thunberg熊 ResaU tiEuropa， A仕ica，
Asia 終 111熱紙11+ぐ日~~，筏)
~詩画(民*緑川純(国飽 1 Al-fそ 1.社缶単)1ll試醤缶.mJa(Dezima )設国企Q ，~1時法4く十Al}民!...!m~
Kommer ma，n da til nagon by， som oftast ar ganska stor， stromar en otrolig mangd af 
folk och barn til， som skrikande beskada de deras tycke besynnerlige Europeer， 1 synnerhet 
roa de sig at vare store runde agon och ropa derfore altid hollanda 0・Me.
(Thunbergs Resa， 3 Delen. p. 67) 
包~-t\ λ~( ~ ~ Q争当!と;125SFj紙得失点1皐 (Z¥陀 yten Bandes) (1 Al兵亘社担遜)線 1，渚 (Erste
Theil)Erste Abtheilung， Reise von Batavia Nach ]apan， und Anfenthalt im Hafen von Nangasald， 
und al1f der Insel Dezima .e;t!'l収窪田崎幾Jギ壬Q 1:趨!2 m~~
1n der Stadt sammelt sich wahrend dieミes Aufzuges Allezeit eine Uenge Volk， den 
Europaer zu beschauen， und ein zahlreicher Schwarm Kinder， die uber die grossen runden 
Augen desselben， durch ihr Geschrey Hollanda O-Me ihre Verwunderung bezeigen. 
(1三-;¥.1・1Peter Thunberg~ ， Reise durch einen Theil von Europa， Afrika und Asien， haupt-










理事者中J 盟結 l1lm 
sichIichin Japan I. S. J 7) 
t<<鶏紙特総 11車線 1.信 G!@;:心""1ll誌笹沼~幾何をGl~総111 ・~.K回以出""~
Komm t man auf solchen Spatziergangen zu einem Dorfe， (die Dorfer sind zum Theil 
sehr grotz)， soStromt eine Unglaub1iche Menge Leute und Kinder herbey， die mit grotzem 
geschrey die in ihren Auζen gar sonderbaren Europaer beschauen， und sich voxzuglich uber 
ihre grotzen runden Augen lustig machen， und daher aIlezeit Hollanda O-Me rufen. 
(~綬-<*H Yr--入、，1:\代将純益ミ畿日京 Jギ1ll結審幾何国制!iI~忠告議題鮭* Thunbergs Reize durch 
einen Theil von Europa， Afrika und Asien， hauptsachlich .in Japan， Zweiter Band S. 36) 
E 俗~11+関与ト;1占領射程託銀維持さま 11盛( 1 -\-lキミ同社)絞 111~宅全1ll持謹総民自JÆJミtfi怪お幾何(Na-
gasaki Harbour and Dezima Factory， 1775) G 1 ~思11 十同回以巴-"
In the town， while he is passing through it， a great Concourse of people assemble 
together to look at the traveller， and a considerable number of children， who by their cries 
signify their astonishment at the large and round eyes of the Europeans (Hollanda 0・me)
(Thunberg's Travelvo1. III. p. 25) 
伏線維持然111 総長虚心""1ll試筆殺怪幾何Q話代十回以巴"，..~
And if one should happen to arrive at any of the villages， which sometimes are very 
large， an incredible number of grown people and chi1dren wi1l assemble to stare， with a 
clamorous noise， at a people so strange in. their opinion as the Europeans. They are 
particularly delighted with our large and round eyes， and therefore always cal out Hol1anda 
O-Me. 
(Thunberg's Travels vol. II. p. 60) 
己意紙偽 Voyagesde C.P. Thunberg， au Japo九 ChapitreVII. Observations de l' Auteur a Desima 
et a N agasaki Q議三回-"
Les habitans des vi1lages nous co凶d色renttoujours avec etonneme叫 etne peuvent 
s'accoutumer江 nosgrands ytUX; ronds; c'est pour cela qu'ils crient， ennous voyant， HtρIla1lda 
O-Me. 




-R入ム齢~-<割程J ヤ'J ~-þ、八でと ~QlliM雪道d[~号制~ l1i同
高
菜
さ
済
活
二
一
一
六
台
同
』
w
争
」
由
、
4
E
T
a
T
・‘，u
‘、ιuu
・
小
児
等
は
外
人
の
九
〈
大
な
る
目
を
指
し
て
一
斉
に
、
t
の
ぞ
め
『
阿
蘭
陀
・
:
:
・
大
目
』
(Ec--g含
O
'
B
O
)
さ
叫
嘆
せ
り
(
註
、
街
童
等
は
「
阿
蘭
陀
l
!青
白
さ
叫
び
し
な
ら
む
を
敦
院
内
之
を
開
設
り
て
オ
ホ
メ
さ
せ
し
か
又
は
傍
人
の
気
の
毒
が
b
て
大
目
ざ
説
明
せ
し
も
の
な
ら
ん
)
さ
書
い
て
あ
る
o
-
』
の
遺
稿
を
保
管
す
る
古
賀
十
二
郎
君
の
予
に
諮
る
庭
に
よ
れ
ば
膝
川
氏
が
右
の
如
く
註
蒋
を
書
き
加
へ
ら
れ
た
の
は
古
賀
君
の
設
な
採
用
し
て
か
く
し
た
の
で
あ
る
さ
の
事
で
あ
る
。
而
し
て
私
も
亦
日
お
を
め
ー
ー
本
の
小
児
等
の
叫
ん
だ
の
は
大
目
で
な
〈
碧
眼
万
は
あ
る
ま
い
か
さ
忠
ふ
が
、
何
れ
に
せ
よ
カ
Y
ト
は
ツ
ク
シ
.へ
Y
ク
氏
族
行
記
中
の
大
目
設
を
其
偉
採
用
し
た
も
の
さ
思
ふ
。
乃
ち
カ
ン
ト
若
人
性
論
中
日
本
の
子
供
の
蘭
人
評
は
ツ
ク
シ
ペ
Y
グ
氏
の
日
本
紀
行
を
其
出
品
央
さ
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
ご
信
子
る
。
四
以
上
は
カ
シ
ト
の
著
述
「
人
性
論
」
(
〉
三
宵
O
勺
o
z
m
r
)
中
ヅ
ク
シ
ペ
Y
ク
の
族
行
記
治
家
一
考
し
た
さ
忠
は
る
、
個
庭
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
が
、
カ
ジ
ト
の
地
文
事
講
義
(
出
立
R
F
の
o
m
E勺
E
O
)
に
も
日
本
に
閲
す
る
部
分
に
ツ
ク
y
，へ
Y
ク
の
旅
行
記
を
会
考
し
た
さ
思
は
る
〉
個
借
地
を
私
は
近
頃
見
出
し
た
0
(
ヅ
タ
ン
ペ
Y
ク
の
族
行
記
濁
諜
'
本
第
二
忽
第
二
部
第
十
四
頁
参
照
)
又
『
優
美
及
庇
美
の
情
に
閲
す
る
考
察
』
(
目
。
ogの宮
g
m
g
s
o円
己
g
p
B
H
H】
門
凶
g
∞の
r
g
g
c
D仏
関
門
rprgg)
中
ヅ
ク
Y
ゃへ
Y
グ
の
旅
行
記
中
日
本
人
の
性
格
に
関
す
る
記
事
を
良
一
考
し
た
ら
し
く
忠
は
る
k
A
節
も
あ
る
。
(
我
校
所
寂
プ
Y
ノ、
カ
ツ
ジ
1
-プ
1
出
版
カ
y
ト
全
集
第
二
忽
第
二
百
九
十
六
頁
ヅ
ク
Y
ぺ
Y
ク
旅
行
記
締
逸
誇
本
第
二
冊
(N
三百
g
M
U包
g)
第
一
の
部
(
開
門
ω
z
d
H
O口
)
ヨ
ピ
忌
o
〉
宮
roFHMm
N
J
5
1
2
〉
宮
各
一
戸
国
の
お
E
同町ロ
ropcHH仏
(
U
E
5
2
2
ι
2
Y
3
D
2
の
部
会
照
)
カ
シ
ト
が
種
々
旅
行
記
を
よ
〈
市
野
一
考
し
た
事
は
注
立
す
べ
き
で
あ
る
(
的
取
引
約
酌
一
叫
ん
影
ト
)
ぞ
れ
等
詳
細
の
考
詮
研
究
は
哲
事
者
く
は
史
拳
の
専
門
雑
誌
に
後
表
す
る
積
で
あ
る
か
ら
姦
に
は
省
略
し
、
私
が
曾
て
カ
シ
ト
生
誕
二
十
年
記
念
に
本
年
報
に
寄
せ
た
拙
稿
の
訂
正
増
補
の
立
味
に
於
て
こ
の
稿
ぞ
草
し
た
の
で
あ
る
。
顧
み
れ
ば
大
哲
カ
シ
ト
が
永
眠
し
た
の
は
千
入
百
四
年
二
月
十
二
日
で
あ
っ
た
。
A
1
私
は
研
究
室
の
机
に
相
劃
し
て
カ
ン
ト
の
像
ご
其
基
の
潟
鼻
、
が
壁
に
掲
げ
て
あ
る
の
を
眺
め
っ
、
此
文
を
草
し
終
ら
ん
ご
し
て
居
る
。
而
し
て
其
カ
Y
ト
の
墓
の
潟
畳
一
は
舎
で
我
校
に
抑
制
逸
話
教
師
た
り
し
(
現
在
、
猫
逸
己
法
ロ
m
g
大
事
数
率
五
数
授
)
ド
グ
ト
ペ
コ
シ
ヌ
ー
ド
、
ク
ノ
ツ
プ
君
(
ロ
ア
内
8
5仏
関
口
。
匂
勺
)
が
カ
ン
ト
生
誕
二
百
年
記
念
祭
の
折
ケ
I
ニ
ヒ
ス
ぺ
Y
ク
(
問
。
g目的
ω
宮
伝
)
よ
b
私
じ
寄
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ク
ノ
ヅ
プ
君
は
蛍
時
ゲ
I
ニ
ヒ
只
ぺ
Y
グ
大
卒
の
数
皐
正
殺
授
(
。
円
台
目
見
]
・
可円
C
P
2
0円
〔
目
。
吋
己
主
r
o
B丘一
r
E
問。口一的
ωσ
の
お
)
で
且
つ
哲
皐
部
部
長
B
o
r
s
ι
2
句
E
2
0ち
貯
の
r
o
D
E
E
E門
)
(
街
逸
の
ザ
告
さ
大
卒
に
て
は
一
数
卒
、
自
然
科
率
、
文
卒
、
史
卒
、
経
済
皐
等
も
哲
山
学
部
に
一
屈
し
部
長
は
一
定
年
限
に
て
交
代
す
故
に
数
与
の
正
敬
授
も
哲
問
中
部
長
た
る
事
あ
り
)
J
T
勤
め
て
居
っ
た
さ
の
事
で
、
ゲ
1
ニ
ピ
久
ぺ
Y
ク
大
卒
カ
ン
ト
二
百
年
祭
(
討
さ
去
の
♂
〉
勺
E
H
U
N
ム
)
の
税
松
守
千
九
百
二
十
五
年
十
月
十
五
日
附
ケ
1
カ
シ
ト
者
「
人
性
論
」
さ
Y
ウ
シ
ペ
hw
グ
の
長
崎
出
品
滞
荘
記
二
二
七
商
業
之
紐
持
二
二
八
ヒ
ス
ペ
Y
ク
よ
り
の
書
翰
に
て
親
し
〈
私
に
報
性
ら
れ
た
。
尤
も
そ
れ
よ
り
先
に
私
は
常
時
の
締
泡
新
聞
其
他
に
て
ケ
I
ニ
ヒ
λ
ぺ
Y
ク
大
串
に
於
け
る
カ
ン
ト
二
百
年
祭
の
模
様
同
大
事
諸
数
授
の
問
に
伍
し
て
儀
式
肢
を
着
し
た
る
ク
ノ
ツ
プ
君
の
姿
を
潟
異
に
て
眺
め
な
つ
か
し
さ
を
戚
じ
た
。
そ
の
ク
ノ
ツ
プ
君
が
長
崎
在
住
中
怨
立
で
あ
っ
て
ズ
ツ
ト
早
く
文
久
年
間
よ
り
長
崎
出
島
に
久
し
く
居
住
し
た
締
逸
商
人
故
ポ
エ
ヂ
ジ
グ
川
ク
久
氏
(
の
・
可
・
出
0
0
注
一
口
も
さ
る
が
我
園
に
最
も
早
く
カ
ン
ト
の
著
述
人
性
論
を
輸
入
所
有
し
た
人
で
、
而
も
同
氏
所
減
本
は
西
暦
千
七
百
九
十
九
年
版
で
あ
る
か
ら
カ
ン
ト
生
存
中
共
永
眠
前
五
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
カ
シ
ト
の
著
述
「
人
性
論
」
第
一
版
は
西
一
般
千
七
百
九
十
入
年
(
我
寛
政
十
年
)
に
出
で
〉
居
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
れ
じ
次
ぐ
も
の
で
、
改
訂
第
二
版
の
西
暦
千
八
百
年
に
出
版
さ
れ
て
居
る
も
の
よ
り
も
早
く
出
版
3
れ
た
も
の
で
あ
る
事
は
私
が
先
に
拙
稿
「
我
闘
に
最
も
早
く
停
は
り
た
b
さ
思
は
る
K
A
カ
ン
ト
の
著
述
』
中
に
論
述
し
て
置
い
た
通
で
あ
る
。
其
書
が
大
正
十
年
五
月
十
七
日
私
の
手
に
入
っ
た
、
ぞ
れ
は
徳
富
蘇
峰
氏
を
長
崎
古
本
屋
共
盆
館
に
案
内
し
た
時
で
ゐ
っ
た
。
(
姻
露
勝
遊
記
下
忽
長
崎
に
於
け
る
第
二
日
多
照
)
ぞ
れ
は
ポ
ヱ
ヂ
シ
グ
A
ク
ス
氏
、
氷
限
後
末
広
人
が
蹄
閥
前
に
滅
金
日
を
頁
却
し
た
際
に
共
盆
館
が
頁
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
き
て
其
ポ
エ
ヂ
シ
グ
A
ク
ス
氏
は
カ
ン
ト
の
著
述
の
み
な
ら
や
J
Y
ク
ン
ペ
Y
ク
の
放
行
記
を
早
〈
総
入
所
有
し
た
人
で
其
所
戒
本
を
借
用
し
て
前
述
の
故
藤
川
次
郎
氏
は
ヅ
タ
シ
ペ
Y
ク
氏
放
行
記
を
課
し
た
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
其
ポ
エ
ヂ
y
グ
マ
7
ス
氏
所
城
本
は
其
後
史
ら
れ
て
今
は
長
崎
線
立
長
崎
岡
出
館
の
所
蔵
に
屈
し
て
居
る
。
私
が
こ
の
稿
に
引
用
し
た
の
は
薬
害
物
で
あ
る
。
ポ
エ
ヂ
y
グ
ρ
ク
λ
兵
器
所
蔵
グ
シ
ベ
Y
の
日
本
誌
制
御
逸
誇
本
は
長
崎
市
史
編
纂
室
に
備
付
け
ら
れ
た
。
ぞ
れ
は
長
崎
市
役
所
が
末
広
人
よ
り
先
年
購
入
し
た
の
で
あ
っ
て
私
が
仲
介
し
た
の
で
あ
っ
た
。
私
は
ポ
1
デ
I
A
ヲ
ス
夫
人
よ
り
W
E
-
-
2
の
己
一
色
。
〈
O
ロ
JK5505
〈・同き一一
)
R
r
-
C・
〉
・
其
他
を
譲
受
け
た
。
私
が
ポ
エ
ヂ
y
グ
?
?
ス
兵
器
所
戒
本
カ
ジ
ト
人
性
論
よ
り
ヅ
ク
γ
ぺ
Y
ク
の
旅
行
記
ケ
シ
ペ
Y
の
日
本
誌
律
子
に
就
て
述
ぺ
た
の
は
別
に
高
等
の
殺
育
ケ
受
け
た
人
で
な
い
一
介
の
猫
逸
商
人
が
か
、
る
名
著
ぞ
減
し
て
居
っ
た
さ
一
式
ふ
一
事
寅
よ
り
、
な
が
曾
て
拙
稿
『
我
闘
に
最
も
早
〈
傍
へ
ら
れ
た
b
さ
思
は
る
3
カ
ン
ト
の
著
述
』
の
は
じ
め
に
引
用
せ
し
濁
逸
の
大
な
る
詩
人
ジ
Y
レ
Y
訟の『
2
2
)
の
短
詩
「
商
人
」
(
り
の
円
内
g
E
8
5
の
意
味
深
き
を
成
予
る
か
ら
で
あ
る
。
拙
稿
を
載
せ
た
前
の
年
報
に
は
、
印
刷
上
誤
植
が
あ
っ
た
か
ら
滋
に
重
ね
て
γ
y
v
y
の
詩
句
の
一
節
ぞ
抄
録
引
用
し
以
て
本
文
を
結
び
た
い
。
J
t
〈
C
F山
口
以
の
ぬ
め
]
門
門
】
m
g
m
己】一段
J
何
5
Y
F「
の
む
門
町
「
w
m
o
Z
ユ仏
O
円
穴
g
m
5
5・
の
E
R
Nロ
告
の
}
H
O
♂
。
。
『
門
。
♂
仏
c
n
f
h
w口
忠
一
HHm。E
R
r
z
p
h
v
p門
仏
日
。
c
門c
u
r
-戸
川
何
回
同
・
hFL
町民、守
u
bミ
~
れ
ど
も
hsg
カ
シ
ト
者
「
人
性
論
』
ミ
wJ-V
シ
ペ
U
W
グ
の
長
崎
出
品
滞
在
記
ニ
ニ
九
商
業
さ
経
済
r
二
三
O
〈迫
記、J
忍
は
未
に
カ
シ
ト
若
人
怯
論
純
正
第
一
版
(
西
暦
一
七
九
八
年
出
阪
〉
私
見
て
尽
ら
均
が
既
に
其
の
第
一
版
に
も
「
阿
関
陀
人
大
目
」
ハ
図
。
ロ
包
P
0
・5
0〉
の
事
が
出
て
居
る
さ
思
ふ
。
な
の
所
蔵
す
あ
一
七
九
九
年
フ
ヲ
シ
グ
フ
ル
ト
及
ラ
イ
プ
チ
h
u
肢
に
は
確
に
共
第
二
百
九
十
五
頁
に
例
の
「
大
目
」
の
事
が
拭
っ
て
居
ろ
事
か
ら
第
一
庇
日
も
裁
っ
て
居
る
さ
察
す
ろ
次
第
で
あ
る
。
而
し
て
Y
ウ
ン
ペ
ル
グ
氏
校
行
記
の
濁
話
語
本
は
立
(
前
に
一
七
九
四
年
切
に
其
二
容
が
出
版
さ
れ
て
居
リ
其
内
に
「
阿
蘭
陀
人
大
目
玉
」
の
事
も
塙
典
原
版
よ
り
諒
さ
れ
て
居
ろ
か
ら
其
濁
活
諒
本
恥
カ
ン
ト
は
芸
考
し
て
人
性
論
島
容
い
れ
事
も
担
保
さ
れ
る
。
尤
も
カ
シ
ト
口
実
前
に
出
阪
の
瑞
典
原
阪
第
三
加
(
一
七
九
一
年
出
版
〉
又
は
仰
認
本
、
英
語
本
等
皆
委
考
す
ろ
機
A
M
U
J
や
も
ち
符
大
の
か
も
知
れ
な
い
。
兎
も
角
、
カ
シ
ト
は
フ
ウ
シ
ペ
hw
グ
の
校
行
記
ら
参
考
し
土
も
の
さ
忍
は
信
ず
も
の
で
あ
ろ
。
f司、
、一色、"
:u.!. 
記〉
マ
ル
サ
ス
ハ
叶
げ
。
E
訪
問
。
ゲ
mH門
〕
r
E
F
5〉
ハ
3
g
l
M
∞ωむ
が
其
者
人
口
論
ハ
〉
3
閏
印
刷
4
2
F吉
冨
吾
ロ
〉
ハ
第
十
二
意
文
加
及
日
本
に
於
げ
る
人
口
制
限
お
論
ナ
ハ
c
h
p
o
の
Y
R
E
E
F吉
宮
円
。
口
一
口
の
E
E
自
白
7
日
出
口
〉
中
に
Y
ワ
シ
ペ
b
F
グ
ハ
叶
宮
口
げ
2
5
の
日
本
校
行
引
山
岳
引
用
ぜ
し
事
は
押
仙
の
脱
に
他
の
論
文
中
に
油
ぺ
大
庭
で
あ
る
(
大
正
十
四
年
十
月
六
日
y
ウ
ン
ペ
U
W
グ
先
生
渡
来
百
五
十
年
記
念
論
文
集
所
載
拙
稿
並
に
岡
家
段
叫
ん
W
雑
誌
第
三
十
九
谷
第
十
披
所
減
拙
稿
『
百
五
十
年
前
波
来
の
wJ
ウ
シ
ペ
W
グ
氏
さ
農
業
経
済
の
研
究
』
参
照
〉
グ
ウ
シ
ペ
ル
グ
略
年
譜
も
右
拙
稿
中
に
掲
げ
て
置
い
士
。
顧
み
れ
は
本
年
は
Y
ウ
シ
ベ
W
グ
永
眠
百
年
に
営
ろ
の
で
あ
ろ
。
本
年
の
カ
シ
ト
永
眠
記
念
日
つ
一
月
十
二
日
)
に
は
合
日
の
悶
民
新
岡
紙
上
「
カ
シ
ト
炉
内
/
ウ
ン
ペ
ル
グ
の
日
本
股
行
記
在
芸
考
ぜ
し
詮
按
」
さ
越
す
ろ
筒
早
な
ろ
拙
稿
舟
寄
ぜ
明
か
犬
哲
カ
ン
ト
ら
記
念
す
ろ
役
立
与
不
取
敢
表
明
し
て
置
い
士
事
た
誌
に
一
一
守
口
し
て
泣
く
。
〈
一
九
二
八
年
二
月
十
七
日
v
ー
が
か
ト
先
生
誕
生
記
念
日
校
正
終
了
〉
